
論文 低弾性PCM・PCCの性能および2種類の接着剤を塗布したRC床版の薄
層補修における耐疲労性の検証

阿部 忠 ・伊藤 清志 ・ ・小堺 規行中島 博敬*1 *2 *2 *3

本研究は道路橋 床版の上面損傷に対する薄層補修材および補修法の提案を行うものである。従来要旨： RC
の補修法に対する改善として，割れを抑制するために繊維を混入した低弾性 と小粒径骨材を混入したPCM

低弾性 を開発し，はく離を抑制するために 種類の接着剤を用いた補修法を提案し，湿潤状態の条件PCC 2
で輪荷重走行疲労実験を行い，破壊メカニズムおよび耐疲労性の検証を行った。その結果，従来の補修材を

用いた補修法と比較して，上面損傷は見られるものの補修界面ではく離することがなく，耐疲労性の向上が

図られた。また，小粒径骨材を混入した低弾性 を用いた供試体は，さらに寿命の向上が図られた。PCC
床版，低弾性 ・ ，薄層補修，耐疲労性キーワード：RC PCM PCC

1．はじめに

床版の上面損傷に用いる補修材には超速硬セメンRC

トを用いたセメント系モルタルが一般的に用いられてい

る。しかし，これら材料は から 程度の薄20mm 40mm

「 」 ，層補修では輪荷重の走行により早期に 割れ の発生や

既設 床版と補修材との界面における付着力の低下にRC
よる「はく離」が早期に生じている。そこで，筆者らは

早期に発生する「割れ」を抑制する材料として 床版RC
コンクリートの弾性係数と同等にした低弾性のセメント

モルタルに有機繊維を混入した材料を提案 し，高速道)1

路や交通量の多い道路橋における 時間規制の施工に用8
いる材料として実用化されている 。しかし，この補修)2

材は道路橋示方書・同解説(以下，道示とする） に規)3

24N/mm 3定するコンクリートの設計基準強度 以上を2

時間で満足する超速硬性を有し，施工には熟練工・技術

者の確保が必要となる。一方，地方公共団体が管理する

道路橋床版の上面補修では施工が容易な取り扱いやすい

補修材が求められている。これらのことから， 時間36
の連続交通規制における施工を対象とした要求性能を満

足する低弾性ポリマーセメントモルタル（以下，低弾性

とする）および骨材最大寸法 の天然の小粒径PCM 9mm
骨材（以下，ビリ材とする）を低弾性 に混入したPCM

低弾性ポリマーセメントコンクリート（以下，低弾性

PCC 2とする）を開発し，はく離の抑制を目的とした

種類の接着剤と併用した接着剤塗布型薄層補修法につい

て検証を行い，実用性を評価する。

本研究は，地方公共団体が管理する道路橋 床版にRC

おける補修を考慮して， 時間の交通規制内で実施さ36

れる補修に用いる低弾性 および の強度発現性PCM PCC
を明らかにし，筆者らが提案する接着剤塗布型の補修法

による薄層補修の耐疲労性を輪荷重走行疲労試験により

検証を行い，実用性を評価し，地公共団体が管理する道

路橋 床版の上面薄層補修法の一助としたい。RC

2. 薄層補修材および接着剤に求められる性能

2.1 補修材の要求性能および配合条件

(1) 高弾性CM

従来の 床版の上面補修では，早期の交通開放を図RC
るため，補修材には超速硬性無収縮モルタル（以下，高

弾性 とする）が使用されている。本研究におけるCM

比較対象とする高弾性 の配合条件を に示す。CM 表－1

(2) 低弾性PCMおよびPCC

筆者らの既往の研究 における補修材は 時間施工24)4

に用いる材料として水結合比を とした材料を提案53%

した。この材料は 日（連続 時間交通規制）施工を1 24

対象とし，超速硬セメントに繊維を混入した超速硬繊維

補強セメントモルタルであり，可使時間は 分，コン56

クリートの圧縮強度 以上には材齢 時間で強24N/mm 122

PCM PCC度発現する そこで 本提案する低弾性 および。 ，

においては， 日（連続 時間交通規制）施工に用い1.5 36

24られる補修材を提案する。よって，要求性能は材齢

時間で道示 に規定するコンクリートの設計基準強度)3

以上を確保できることとし，早強セメントに24N/mm2

早強成分と収縮低減成分を配合した特殊セメントに有機

系繊維の中でも引張強度が高く，高靱性が期待できる高

強度ビニロン繊維（繊維長 ）を混入した専用のプ12mm
レミックス材とする。なお，材料特性としては弾性係数

を既設 床版と同等とすることから低弾性と定義すRC

る。また，実橋 床版の上面損傷は 床版上面のかRC RC
ぶりコンクリート内（ ～ 程度）が多いこと20mm 30mm
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表－1 補修材の配合条件

表－2 補修材の発現強度および静弾性係数

から，低弾性 に用いる骨材の最大寸法は 以PCC 15mm

下が適していることから骨材最大寸法 程度のビリ9mm

材を適用する。ここで，配合条件を に併記する。表－1

2.2 補修材の性能

本研究で使用した補修材の室内実験（ ℃）におけ20
る発現強度および静弾性係数を に示す。表－2

(1) 高弾性CM

一般的に使用されている高弾性 の凝結時間は開CM
始が 分で，終結が 分となり，可使時間が 分以17 25 30

下であることから，施工性はやや熟練した技術・施工体

制が必要となる。また，圧縮強度は，材齢 時間が3

であり，要求性能である を確保し45.2N/mm 24N/mm2 2

28 43.7kN/mmている。次に，静弾性係数は，材齢 日で 2

であることから，道示 に示すコンクリートの設計基準)3

強度 の弾性係数が であることか24N/mm 25.0kN/mm2 2

， 。ら 既設 床版コンクリートに比して 倍であるRC 1.75

(2) 低弾性PCM

施工時間 日，すなわち 時間施工に用いる低弾1.5 36
， ，性 の凝結時間は開始 分 終結が 分でありPCM 138 168

高弾性 に比して可使時間が長く，表面仕上げに要CM

する作業時間が確保でき，施工性に優れた材料である。

また，要求性能である圧縮強度 を材齢 時間24N/mm 242

27.4N/mm 28 59.9N/mmで確保(実測値 し 材齢 日では） ，2 2

である。一方，静弾性係数は であり，超速26.0kN/mm2

硬セメントを用いた補修材に比して となり，既設59%

床版コンクリート材と同程度となる。RC
(3) 低弾性PCC

低弾性 の要求性能は低弾性 と同様である。PCC PCM
この材料は，低弾性 にビリ材を混入した早強性繊PCC

維補強ポリマーセメントコンクリートであり，凝結時間

は開始が 分，終結が 分となり，低弾性 と156 173 PCM

結合剤 その他 （％）

高弾性CM 938 912 ― 338 36
低弾性PCM 750 1125 Premix 300 40
低弾性PCC 558 1759 Premix 223 40

項目
単位量(kg/m3) 水結合比

プレミックス粉体
繊維 水

髙弾性CM 低弾性PCM 低弾性PCC
始発 17min 138min 156min
終結 25min 168min 173min

2時間 25.1N/mm2 始発前 始発前

3時間 45.2N/mm2 ― ―

4時間 52.3N/mm2 ― ―
1日 ― 27.4N/mm2 27.5N/mm2

7日 ― 48.4N/mm2 51.3N/mm2

28日 62.3N/mm2 59.9N/mm2 56.7N/mm2

静弾性係数 28日 43.7kN/mm2 26.0kN/mm2 27.6kN/mm2

せん断強度 28日 8.82kN/mm2 8.51kN/mm2 8.79kN/mm2

引張強度 28日 4.23kN/mm2 4.28kN/mm2 4.37kN/mm2

試験項目

凝結時間

圧縮強度

表－3 接着剤の材料試験結果

同様に施工性に優れた材料である。材齢 時間の圧縮24
強度は であり，要求性能である道示 に規定27.5N/mm2 )3

する設計基準強度 を満足し，材齢 日では24N/mm 282

である。また，静弾性係数は で56.7N/mm 27.6kN/mm2 2

あり，低弾性となる。

2.3 せん断強度および引張強度

一面せん断試験によるせん断強度および引張試験によ

る強度を に併記した。表－2

(1) 高弾性CM

高弾性 の一面せん断試験法によるせん断強度はCM

である。また，引張試験による強度は8.82N/mm2

である。4.23N/mm2

(2) 低弾性PCM

低弾性 の一面せん断試験によるせん断強度はPCM
である。高弾性 に比してせん断強度は8.51N/mm PCM2

僅かに下回るが，これは圧縮強度の差によるものと考え

られる。また，引張試験による強度は であ4.28N/mm2

り，高弾性 に比して僅かに上回っているが，これCM

は配合された繊維の効果であると考えられる。

(3) 低弾性PCC

低弾性 のせん断強度および引張強度はそれぞれPCC
， であり，低弾性 に比して8.79N/mm 4.37N/mm PCM2 2

上回っている。これはビリ材の配合によりコンクリート

化した効果であると考えられる。

2.5 浸透性接着剤および付着性接着剤

(1) 浸透性接着剤

床版の上面補修法では， 床版の土砂化によりRC RC
脆弱した箇所をブレーカやチッパーなどで衝撃を与える

削り作業が行われ，削り面には微細なクラックが発生し

ている。浸透性接着剤は，微細なひび割れや脆弱部に高

耐久型エポキシ樹脂接着剤を低粘度にした接着剤であ

り，これを塗布し，浸透させて界面を強固にする方法を

， 。 ，提案し 実橋の補修工事にも採用されている ここで)4

浸透性接着剤の性能試験の結果を に示す。表－3

(2) 付着用接着剤

これまでの鋼繊維補強コンクリート（ ）によるSFRC

上面増厚補強や高弾性 を用いた床版上面の薄層補CM

浸透性接着剤 付着用接着剤

主剤 無色液状 白色ペースト状
硬化剤 無色液状 青色液状

10 ： 3 5 : 1
1.2 1.42

104.4N/mm2 102.9N/mm2

3,172N/mm2 3,976N/mm2

92.8N/mm2 41.6N/mm2

58.2N/mm2 14.9N/mm2

2.6N/mm2 3.7N/mm2 以上
または母材破壊

外観

項目

コンクリート
付着強さ

混合比（主・硬）

硬化物比重

圧縮強度

圧縮弾性係数

曲げ強さ

引張せん断強さ
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表－4 RC床版の材料特性値

図－1 供試体寸法および補修範囲

修において，供用後の早期に増厚界面や補修界面にはく

離を生じている。そこで，本補修法では補修材と床版コ

ンクリートとの付着力と耐疲労性の向上を図るために，

界面に付着用の高耐久型エポキシ樹脂接着剤（以下，付

着用接着剤とする）を用いる。ここで，付着用接着剤の

材料特性値を に併記する。この接着時の引張試験表－3

における付着強度は である。3.7N/mm2

3. RC床版の使用材料および供試体寸法

3.1 供試体材料

床版供試体のコンクリートには普通ポルトランドRC

セメントと 以下の砕砂， ～ の砕石を使5mm 5mm 20mm
用し，鉄筋は を用いた。コンクリートのSD295A-D13

圧縮強度および鉄筋の材料特性値を に示す。表－4

3.2 供試体寸法および鉄筋配置

(1) RC床版供試体

床版供試体は 年改訂の道示に準拠し，そのRC 1994
モデルとする。供試体の寸法は全長 ，支間3/5 1,600mm

，床版厚 ，鉄筋は複鉄筋配置とし，引1,400mm 150mm

張側の軸直角方向および軸方向に を 間隔でD13 120mm
配置した。また，圧縮側には引張鉄筋量の を配置し1/2

た。ここで， 床版供試体の寸法を に示す。RC 図－1

(2) 補修床版供試体

補修供試体の寸法は， 床版と同様であり，走行範RC

囲が であることから補修範囲は軸方向 ～900mm 1,100

RC床版 35 377 511 200

供試体

コンクリート
圧縮強度

（N/mm2
）

鉄筋（SD295A, D13）
降伏強度

(N/mm2)
引張強度

（N/mm2
）

ヤング係数

（kN/mm2
）

1400100 100
10＠120＝1200
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0
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，軸直角方向 ，深さ とする。1,200mm 600mm 18mm

4. 実験方法および補修方法

4.1 RC床版の上面薄層補修方法

従来の高弾性 を用いた補修法は，補修範囲をブCM

レーカで約 の深さで均一に削る。次に，補修材18mm
と床版の付着性を高めるために，削り面をショットブラ

ストを用いて研掃する。その後，高弾性 を研掃面CM
に直接打ち込み，左官鏝で表面を仕上げる。

一方，低弾性 および と 種類の接着剤を併PCM PCC 2

用する補修法は，補修範囲をブレーカで削り，研掃後に

浸透性接着剤を削り面全体に塗布する。浸透性接着剤は

時間で硬化する材料である。浸透性接着剤塗布後 分8 5
から 分後に既設 床版と補修材を一体化させる付10 RC

着用接着剤を全面に重ねて塗布する。付着用接着剤は

分で硬化することから，塗布と同時に補修材を練混120
ぜ，打込む。

4.2 輪荷重走行疲労実験方法

(1) RC床版

輪荷重走行疲労実験は， 床版供試体上面に幅RC

の輪荷重を軸方向に の範囲を繰り返し走300mm 900mm
， 。行させ 荷重 で破壊するまで繰り返し走行する100kN

各実験においてたわみは， ， ， ， ， 回1 10 100 1,000 5,000

および 回以降は 回走行ごとに計測する。5,000 5,000
(2) 補修用RC床版

RC L 1/400阿部ら は， 床版のたわみが床版支間 の5)

付近が補修・補強の時期として提案している。そこで，

補修用 床版は事前に輪荷重走行疲労を与え，床版中RC

央のたわみが支間 の ，すなわち になるまL 1/400 3.5mm
， ，で走行させ ひび割れ損傷を与えた時点で実験を中断し

補修範囲を削り，本提案する補修法を施すものとする。

(3) 補修後の輪荷重走行疲労試験

実橋 床版では，雨水の浸透が損傷の進行を促進さRC

せることが明らかにされている 。よって，本実験で， )6 7

は補修範囲を囲む幅 ，長さ ～ を800mm 1,100 1,200mm

， ，12時間の水張り後 常時湿潤状態で輪荷重走行を行い

本実験は走行不能と判断された時点で実験を終了する。

次補修後，輪荷重が走行不能になった場合に実験を終1

了し， 次補修を施し、再劣化により走行不能となった2
場合に実験を終了する。耐疲労性の評価は 次補修まで2

の等価走行回数から評価する。

4.3 走行疲労実験における等価走行回数

本実験では設計荷重を基準に一定荷重載荷による疲労

実験を行い，等価走行回数の算出は式 を用いる。(1)
基準荷重は，本供試体は道示に規定に基づき モデ3/5

B 100kN 3/5 1.2ルとしたことから， 活荷重 の に安全率

72kN S-N mを考慮して とする また 曲線の傾きの逆数。 ，
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表－5 等価走行回数

等価走行
回数

補修効果
等価走行
回数

補修効果
等価走行
回数

補修効果
等価走行回
数

補修効果

RC-1 12,336,901 ― ― ― ― ― ― 12,336,901 ―
RC.U-CM 7,865,598 1,685,974 ― 1,621,127 ― 3,307,101 ― 11,172,699 ―
RC.H-PCM 7,208,729 2,846,702 1.69 2,368,793 1.46 5,215,495 1.58 12,424,224 1.11
RC.H-PCC 7,208,729 3,404,370 2.02 3,255,226 2.01 6,659,596 2.01 13,868,325 1.24

  2次補修（湿潤状態） 補修合計 2次補修までの合計
供試体 RC床版

  1次補修（湿潤状態）

の絶対値には松井らが提案する を適用する 。12.7 )6

n
Σ ( / ) × (1)N P P n＝eq i m i

i =1

N P Pここで ：等価走行回数(回) ：載荷荷重， ， （ ），kNeq i

72kN S-N：基準荷重 ＝ ：実験走行回数 回 ：（ ）， （ ），n mi

曲線の傾きの逆数（＝ ）12.7

5．実験結果および考察

5.1 等価走行回数

未損傷 床版供試体を ，従来の高弾性 をRC RC-1 CM

用いた供試体を とする。次に 時間施工にRC.U-CM 36
用いる低弾性 および低弾性 で補修した供試体PCM PCC

をそれぞれ ， とする。ここで，輪RC.H-PCM RC.H-PCC
。荷重走行疲労実験における等価走行回数を に示す表－5

(1) RC床版供試体RC-1

乾燥状態すなわち防水工が施された 床版を考慮しRC
た供試体 の破壊に至るまでの等価走行回数はRC-1

回であり，この等価走行回数を基準に湿潤状12.336×106

態で実験を行った補修床版の 次補修までの等価走行回2

数と比較して考察を行う。

(2) 高弾性CMを用いた供試体RC.U-CM

供試体 のたわみが床版支間 の ，すRC.U-CM L 1/400

3.5mm 7.865×10なわち に達した時点の等価走行回数は 6

1 1.685×10 2回である。 次補修後の等価走行回数は 回，6

次補修後の等価走行回数は 回である。 次補1.621×10 16

修と 次補修の補修合計は 回， 次補修まで2 3.307×10 26

の合計等価走行回数は 回である。 次補修ま11.172×10 26

での合計等価走行回数は乾燥状態で試験を行った供試体

の である。なお，低弾性 および をRC-1 90% PCM PCC
用いた補修法の補修効果および耐疲労性を検証は高弾性

の等価走行回数を基準とする。PCM
(3) 低弾性PCMを用いた供試体RC.H-PCM

供試体 の補修前の載荷（たわみ はRC.H-PCM 3.5mm)

等価走行回数 回となり，供試体 の7.208×10 RC.U-CM6

7.865×10 1回とほぼ近い状態の等価走行回数である。6

次補修後の等価走行回数は 回， 次補修後の2.846×10 26

等価走行回数は 回となり， 次補修と 次補2.368×10 1 26

5.215×10 PCM修の補修合計は 回である これは 高弾性。 ，6

RC.U-CM 1 1.69で補修した供試体 に比して 次補修が

2 1.46 1.58 2倍， 次補修が 倍，補修合計では 倍である。

。 ，次補修までの合計等価走行回数は 倍である また1.11

供試体 と の 次補修までの合計等価走RC-1 RC.H-PCM 2

行回数はほぼ同等な結果となった。

(4) 低弾性PCCを用いた供試体RC.H-PCC

供試体 の補修前の等価走行回数は，供試RC.H-PCC
体 と同様に等価走行回数 回で走行RC.H-PCM 7.208×106

を停止させた。 次補修は 回， 次補修後は1 3.404×10 26

回， 次補修と 次補修の補修合計は3.255×10 1 26

6.659×10 RC.U-CM 1回である これは供試体 に比して。 ，6

次補修は 倍， 次補修が 倍となり，補修合計2.02 2 2.01

では 倍である。 次補修までの合計等価走行回数は2.01 2
倍の補修効果が得られた。また，未損傷の供試体1.24

(乾燥状態で実施）の 倍，低弾性 を用いRC-1 1.12 PCM
た供試体 の 倍となり，ビリ材を混入すRC.H-PCM 1.28

ることで耐疲労性が向上する結果が得られた。

， ，以上より 輪荷重走行による等価走行回数においては

本提案する低弾性 および は従来の高弾性PCM PCC

に比して補修効果は大きく，さらに，ビリ材の混PCM
入により補修効果は向上している。

5.2 たわみと等価走行回数の関係および損傷状況

たわみと等価走行回数の関係および上面の損傷状況を

に示す。 に示す凡例は， は 床版図－2 図－2(1) RC-1 RC

供試体 ， はたわみが床版支間 の に達すRC-1 RC- L 1/400
るまでのたわみと等価走行回数の関係， (補RC-U-PCM

（ ），修 )は 次補修のたわみと等価走行回数の関係 青線1 1

(補修 )は 次補修のたわみと等価走行回数RC-U-PCM 2 2
また，走行可能な損傷を「損の関係（赤線）を示した。

傷小 ，走行不能となる損傷箇所を「損傷大」とする。」

(1) 供試体RC-1

図－2供試体 のたわみと等価走行回数の関係はRC-1

に示すように， 走行後の初期たわみは で(1) 1 0.98mm
ある。たわみは，その後の繰り返し走行により徐々に増

加し，床版支間 の （ ）に達した時点の等L 1/400 3.5mm

価走行回数 回から増加がやや大きくなり，さ6.484×106

，らに等価走行回数 回付近から著しく増加し11.996×106

破壊時のたわみは である。9.02mm
(2) 高弾性CMを用いた供試体RC.U-CM

供試体 のたわみと等価走行回数の関係は，RC.U-CM

に示すようにたわみが床版支間 の とな図－2(1) L 1/400
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(1) たわみと等価走行回数 (2) たわみが床版支間L (3) 1次補修後の損傷 (4) 2次補修後の損傷

の1/400時の損傷

図－2 たわみと等価走行回数および床版上面の損傷状況（供試体RC.U-CM）

(1) たわみと等価走行回数 (2) たわみが床版支間L (3) 1次補修後の損傷 (4) 2次補修後の損傷

の1/400時の損傷

図－3 たわみと等価走行回数および床版上面の損傷状況（供試体RC.H-PCM）

(1) たわみと等価走行回数 (2) たわみが床版支間L (3) 1次補修後の損傷 (4) 2次補修後の損傷

の1/400時の損傷

図－4 たわみと等価走行回数および床版上面の損傷状況（供試体RC.H-PCC）
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る に達した時点の等価走行回数は 回，3.5mm 7.865×106

残留たわみが である。この時点では に1.42mm 図－2(2)

示すように軽微な損傷である。 次補修後のたわみは残1
留値を初期値とし， 次補修までの等価走行回数の累積1

は 回である。補修後に水張りによる走行実験9.551×106

後のたわみは であり， に示すように界2.03mm 図－2(3)

面にはく離や走行面に割れにより走行不能となり，実験

を中断した。ここまでの累積たわみは ，残留た3.53mm
わみは である。次に， 次補修後の等価走行回1.96mm 2

数の累積は 回，たわみは で走行不能11.172×10 2.14mm6

となった。この時点の累積たわみは ，残留たわ4.11mm
みが である。 次補修後は に示すよう2.64mm 2 図－2(4)

， ，に上面は 走行面の凹凸や割れに伴うひび割れが発生し

さらにはく離が生じている。

(3) 低弾性PCMを用いた供試体RC.H-PCM

供試体 のたわみと等価走行回数の関係はRC.H-PCM

に示すように，たわみが に達した時点図－3(1) 3.5mm

7.208×10 1.21mmの等価走行回数は 回，残留たわみは6

1である 損傷状況は に示すように軽微である。 。図－3(2)

次補修後の等価走行回数の累積は 回，たわ10.055×106

3.94mm 2.10mm 1みの累積は ，残留たわみは である。

次補修後のたわみは まで走行可能となり，供試2.73mm
体 に比して，等価走行回数は増大している。RC.U-CM

に示すように，走行面の凹凸が著しくなり，実図－3(3)

験を中断した。次に， 次補修後の等価走行回数の累積2

は 回，たわみの累積は である。 次12.424×10 5.63mm 26

補修後のたわみが で走行不能となり，残留たわ3.53mm
図－3(4)みは である 次補修後の損傷状況は3.13mm 2。 ，

に示すように 次補修後の損傷状況と同様に凹凸が著し1
いものの，割れに伴うひび割れやはく離は見られない。

(4) 低弾性PCCを用いた供試体RC.H-PCC

供試体 は に示すように，たわみRC.H-PCC 図－4(1)
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(1) 試験位置 (2) 建研試験機

図－5 建研式引張試験方法

が に達した時点は等価走行回数 回，た3.5mm 7.208×106

わみが ，残留たわみは である。この時3.43mm 1.22mm

点の損傷状況は に示すように軽微である。 次図－4(2) 1
補修後の等価走行回数の累積は 回，たわみ10.613×106

の累積は ，残留たわみは である。 次3.72mm 2.05mm 1

図補修後のたわみ で路面の凹凸が著しくなり（2.50mm
，実験を中断し， 次補修を施した。次に， 次－4(3)） 2 2

補修後の等価走行回数の累積は 回，たわみ13.863×106

5.16mm 2 3.11mmの累積が である。 次補修後のたわみ

で走行不能となり，残留たわみは である。 次2.92mm 2

補修後の損傷状況は に示すよう走行面に凹凸が図－4(4)

見られるものの，ひび割れ，はく離は見られない。

5.4 建研式引張試験による界面の付着性能

(1) 建研式引張試験

付着性能を確認するために，輪荷重走行後に建研式引

張試験により引張付着強度を計測する。ここで，建研式

図－5 図引張試験および試験位置を に示す。試験位置は

に示すように最もはく離が予想される走行面と走－5(1)

行面から外れた箇所の カ所とする。2
(2) 引張付着強度および破壊状況

建研式引張試験により得られた界面の引張付着強度お

よび 次補修における等価走行回数を に示す。2 表－6

供試体 は， ， ともにコア削孔中にRC-U-PCM No.1 2

界面ではく離し，引張付着強度は である。一0.0N/mm2

方，供試体 は が ， がRC.H-PCM No.1 1.01N/mm No.22

1.90N/mm RC.H-PCC No.1 2.61N/mm No.2， ，供試体 は が2 2

は となり，両供試体ともに計測点 に対2.77N/mm No.22

して走行面 の引張付着強度が低下している。いずNo.1

れも接着剤の効果によりはく離は見られない。

6．まとめ

(1)本提案する早強セメントを用いた低弾性 およびPCM
小粒径骨材のビリ材を混入した低弾性 は，材齢PCC

時間で道示に規定されているコンクリートの設計24
基準縮強 を満足することから， 時間の24.0N/mm 36

交通規制における補修工事に適用できる。

(2)輪荷重走行疲労試験による等価走行回数おいては，

表－6 建研式引張試験方法による付着強度

(3)高弾性 を用いた供試体の等価走行回数に対してCM
低弾性 および低弾性 材を用いて 種類のPCM PCC 2

接着剤を用いて補修した供試体の等価走行回数は，

それぞれ 倍， 倍の補修効果が得られた。1.58 2.01
(4)たわみと等価走行回数においても，高弾性 によCM

る 次補修後は ， 次補修後は で，1 2.03mm 2 2.14mm
割れよるひび割れとはく離が生じているが，一方，

低弾性 は 次補修後 ， 次補修後PCM 1 2.73mm 2

，低弾性 は 次補修後 ， 次補2.55mm PCC 1 2.50mm 2
， 。修後 となり たわみの増加が抑制されている3.53mm

(5) 床版供試体の上面損傷補修時に発生する微細なひRC

び割れに浸透性接着剤，はく離対策には付着用接着

剤を用いた。その結果， 次補修および 次補修後の1 2

走行試験において割れに伴うひび割れや界面のはく

離は見られず，付着用接着剤の効果が確認された。
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供試体 試験位置
直径

(mm)
断面積A

(mm2)
接着荷重

P (kN)

付着強度

P/A
(N/mm2)

破断位置

No.1 0.0 0.00 界面

No.2 0.0 0.00 界面

No.1 7.8 1.01 界面

No.2 14.6 1.90 補修層

No.1 20.1 2.61 補修層

No.2 21.3 2.77 補修層
RC.H-PCC

99.00 7698

RC.U-CM

RC.H-PCM
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